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神戸市立中央図書館パスファインダー＜何でも調べる１６＞ 

新聞記事を調べる 

 

 

 

 

 

１． データベースで調べる 

新聞の原紙（新聞そのもの）を一枚ずつめくって記事を探すのは大変ですが、データベース

では、日付やキーワードから簡単に記事を探すことができます。 

 

当館でご利用いただける新聞データベース一覧です。 

収録期間など、検索できる範囲に気をつけてご利用ください。 

日経テレコン 21：日本経済新聞社データベース【３階データベース端末】 

昭和 50年（1975）頃からの日本経済新聞、日経産業新聞、日経ＭＪ等の記事が検索できます。 

企業情報、企業決済情報、人事情報のほか、マクロ経済統計、地域経済統計、ＰＯＳ情報等も 

参照可能です。 

ヨミダス歴史館：読売新聞記事データベース【３階データベース端末】 

読売新聞創刊号 明治 7年（1874）から前日までの記事を検索することができます。 

現代の人物情報や「イミダス」等も収録しています。 
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Ⅱビジュアル：朝日新聞オンライン記事データベース【３階データベース端末】 

朝日新聞創刊号明治 12年（1879）から当日までの記事を検索することができます。「週刊朝日」

「ＡＥＲＡ」「知恵蔵」等も収録しています。 

神戸新聞電子縮刷版【３階データベース端末】 

平成 22年（2010）からの記事を、各月上・中・下旬ごとに掲載日付と見出しキーワードで検索でき

ます。地域面も収録しています。 
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【2階データベース端末】 

明治 17年（1884）～昭和 14年（1939）まで神戸で発行された新聞です。創刊号は未発見で、

明治 17年、18年のものもほとんど残存していません。欠号は多いですが、中央図書館は明治 19

年から所蔵しています。平成 25年、神戸大学との連携で、マイクロフィルムからデジタル化しました。

デジタル化により月単位での検索が可能になりました。（キーワード検索はできません） 

ある主題について、関連する資料・情報を入手法とともに 

リストアップしたもの。 

『図書館ハンドブック 第６版補訂２版』日本図書館協会 より 

パスファインダー（pathfinder）とは 

 



２． 索引で調べる 

記事の掲載されている日付がわからないときは、索引で「いつ」「どの」新聞を見たらよいか

調べることができます。 

新聞縮刷版【２階新聞コーナー】 

縮刷版は、新聞を縮刷製本したものです。原紙より約２ヵ月遅れて発行されます。巻頭や巻末に

ついている索引で、調べたい分野の記事を探すことができます。 

当館では「朝日」「日経」「毎日」「読売」の４紙を継続購入しています。所蔵期間については、

２・３階カウンターでおたずねください。 

※神戸新聞の紙媒体の縮刷版はありません。 

『朝日新聞人名総索引』【背ラベル 071】 

大正元年（1912）～平成 4 年（1992）までの「朝日新聞」に記載の人名索引です。縮刷版の

頁に対応しています。 

『兵庫県ＥＬ新聞記事情報リスト』（1995年、2003年～）【背ラベル 070】 

日本最大級の新聞記事データベース「ＥＬＮＥＴ」から、兵庫県に関する新聞記事の記事タイトル

を集めた本です。掲載年月日と記事分野から探すことができます。 

『明治ニュース事典』『大正ニュース事典』『昭和ニュース事典』（～1945年） 

【背ラベル 2161・2169・217】 

政治、経済、軍事、外交、国際、思想、芸術など、その時代を知る重要な出来事の新聞記事を、 

テーマごと・年代順に編集しています。総索引があり、社会事項別、分類別、年次別などで調べる

ことができます。 

 

３． ダイジェストで調べる 
年代や事項別に新聞の主要な記事を集めた資料があります。索引とは異なり記事そのものが

掲載されているため、当館で原紙の所蔵がない新聞の記事の内容も確認できます。 

〇年代別 

『新聞集成明治編年史』『新聞集成大正編年史』『新聞集成昭和編年史』（～1954年）【書庫】 

新聞の主要記事を日付順に集めています。大正と昭和はスクラップ風になっています。 

『月刊新聞ダイジェスト』【３階雑誌コーナー】 

１ヵ月間の主な新聞記事を分野ごとに掲載しています。バックナンバーは５年分所蔵しています。

※2017年 6月から 2018年 1月まで休刊。 

    ※増刊、別冊等は所蔵していない場合があります。 

〇事項別 

『新聞集成北方領土』【書庫】 

『新聞集成図書館』【書庫】      など 

＊わからないことがあれば、何でもお気軽に図書館員におたずねください。 


